
 

令和６年度 事業報告書  

 

令和 6年度の事業計画に基づく事業内容を報告いたします。 

 

Ⅰ．地域活動の強化 

（1）「大規模災害時における臨床検査薬の供給に関する協定書」締結活動 

近年、地震、台風、豪雨などの自然災害が過去にない規模で多発しております。 

災害時における地域貢献活動として臨薬卸連が推進しております「大規模災害時におけ

る臨床検査薬の供給に関する協定書」締結活動につきましては、現時点で 2府 8県の自

治体と 4県の臨床検査技師会との締結が完了しております。 

（2）新規会員の入会促進 

臨薬卸連の地域貢献活動を充実させるための会員入会促進を行いました。現在会員数は

正会員 54社、支店会員は 3社でございます。 

（3）ブロック活動の充実と内容の共有 

各ブロックにてリアル開催のブロック会が増え、活動が活発になりました。各ブロック

の活動内容は事務局経由で役員及びブロック長へ配付され、活動の参考にいたしました。 

 

Ⅱ．活動の活性化と情報発信の推進 

（1）臨床検査関連団体との連携活動 

① 臨薬卸連は、(一社)日本臨床衛生検査技師会と団体としての大規模災害時協定を

結ぶことを合意しました。地震やその他の自然災害時に、必要とされる臨床検査

薬を遅滞なく現地へ届けられるよう、協力することを目的とした協定です。 

② 臨床検査薬卸業としての使命達成の為、(一社)日本臨床検査薬協会、(一社)日本

臨床衛生検査技師会、(一社)日本衛生検査所協会、(一社)日本臨床検査振興協議

会などの臨床検査関連団体との連携を緊密にしてまいりました。関連団体が開催

する行事には会長を初めとする多数の役員が参加して参りました。 

（2）ドライアイスフリー保冷ボックス配付に関する活動 

臨床検査薬業界では、検査薬配送の際、品質保持のためドライアイスを使って温度を

管理するのが一般的ですが、近年の異常気象や温暖化現象で二酸化炭素排出が社会問

題となっております。理事会では、ドライアイスフリーの保冷ボックスに関する調査

を行い、環境問題に見合った管理基準として臨薬卸連全会員への配付を検討いたしま

した。実施は次年度になる予定です。 

（3）積極的な調査活動の実施と活用 

昨年に引き続き様々な情報を共有し課題に取り組むため、アンケート調査を実施し、収

集した結果をすべての会員に配付いたしました。 

① 臨床検査薬卸業調査報告書（第 31回令和 6年 4月） 

令和 6年 1月、全会員に第 31回アンケート調査を実施し、令和 6年 4月に調査結



 

果をまとめ、臨薬卸連ホームページの会員ページに掲載いたしました。この調査

は臨薬卸連が法人化する前から長年行ってきた調査で、メーカー・卸間の物流業

務の合理化・効率化を図る上で欠かせない調査となっております。 

会員各社には多くのご協力をいただきました。 

② 臨床検査薬売上推移調査 

継続的に実施しております臨床検査薬売上推移調査を今年度も実施しました。令

和 5 年度年間及び令和 6年度上半期の 2 回の調査結果を、会員に配信いたしまし

た。グラフの活用など、より把握しやすいよう改善を重ねました。 

③ インフルエンザ迅速診断試薬流通調査 

令和 6 年 4 月にインフルエンザ迅速診断試薬の売上調査を実施し、過去のデータ

と比較した結果表を会員に配信いたしました。 

また例年と違いインフルエンザの流行が夏にも確認されたため、4 月から 9 月ま

での売上状況を 10月に調査いたしました。 

④ 新型コロナウイルス感染症関連商品売上調査 

昨年の調査同様、今年度も新型コロナウイルス感染症の関連商品の売上調査をい

たしました。令和 5年度下半期（令和 5年 10月～令和 6年 3月）と令和 6年度上

半期（令和 6年 4月～9月）の売上調査報告を会員に配信いたしました。 

（4）ホームページの充実 

① 臨薬卸連ホームページを常にアップデートし、会員、賛助会員のご紹介、「大規模

災害時協定」の締結状況、その他事業活動の最新情報を広く掲載いたしました。 

② 昨年同様、会員、賛助会員ページを充実し、定期的に発行しております情報を電

子ファイル化し、パスワード管理された会員ページ、賛助会員ページに掲載いた

しました。 

③ 「大規模災害協定」の締結自治体、及び締結技師会を日本地図の色分けで表示し、

ホームページの「災害協定」→「締結地区一覧」のページに追加しました。 

（5）(一社)日本臨床検査振興協議会 JPCLT主催の大規模災害対策委員会への参画 

(一社)日本臨床検査薬協会 JACRI、(一社)日本臨床衛生検査技師会 JAMT、(一社)日本衛

生検査所協会 JRCLA、(一社)日本臨床検査医学会 JSLM、(一社)日本臨床検査専門医会

JACRAPの 5団体にて構成され、進めている「大規模災害対策委員会」にオブザーバーと

して参画し、引き続き災害協定締結の経験を活かし協力してまいりました。 

（6）臨薬卸ニュース No.60、No.61の発刊 

会員向けの会報である「臨薬卸ニュース」No.60 を令和 6 年 8 月、No.61 を令和 7 年 2

月に臨薬卸連ホームページの会員・賛助会員ページにて公開いたしました。 

No.60では、中村会長挨拶、令和 6年度定時会員総会・講演会報告、理事会報告、令和

6年度理事・監事名簿、賛助会員名簿、R5年間臨床検査薬売上推移・R5インフルエンザ

迅速診断試薬流通調査・R5 下期コロナ関連売上調査報告、大規模災害協定締結地区一

覧等を掲載いたしました。 



 

No.61では、中村会長の令和 7年年頭所感、理事会報告、令和 6年度上期臨床検査薬売

上推移調査報告、新型コロナ関連商品売上調査報告（令和 5 年度年間・令和 6 年度上

期）、大規模災害協定締結地区一覧、(一社)日本臨床検査薬協会発行の臨床検査薬売上

金額調査報告書（2023年度）、令和 7年度定時会員総会のお知らせ等を掲載いたしまし

た。 

（7）会員企業の参考となる情報の発信 

近年の社会の多様化に伴い、社会事情やコンプライアンスなど様々な方面で会員企業の

参考となる資料の発信をいたしました。 

【令和 6年度情報資料発信一覧】 

1. 4 月 医薬品に係る物流 2024 年問題等により生じうる課題と対応策について

（PDF） 

2. 5月 日臨技による能登半島地震における活動報告書（PDF） 

3. 6月 近年の法改正一覧表（PDF） 

4. 6月 マイナンバーカード活用のお願い（厚生労働省）（PDF） 

5. 8月 R6版 資産づくりのキホン（下京納税協会）（PDF） 

6. 9月 マイナ保険証（PDF) 

7. 10月 保険証のルールが変わります（PDF） 

8. 11月 「フリーランス新法」について 

9. 11月 公正取引委員会、中小企業庁発刊の支援策の各種パンフレット 

10. 3月 もめない事業承継 

11. 3月 災害時における臨床検査薬等の供給に関する協定書 ブロック版 

（8）理事会によるオンライン情報交換会 

理事・監事による自由参加のオンライン情報交換会を、理事会開催の無い月に開催いた

しました。メンバーより忌憚のない意見や最新の情報などを交換しました。 

令和６年度の開催日は以下の通り 

5/17、9/20、11/15、3/21 

 

Ⅲ．臨薬卸連運営基盤の強化 

（1）賛助会員入会の強化 

昨年度に引き続き賛助会員入会活動に力を入れました。臨床検査薬メーカーや検査機器

メーカーなどへ入会促進の働きかけを行いました。 

（2）臨薬卸連の基盤強化活動 

臨薬卸連の公益的貢献及び運営基盤強化のため、可能な限りの活動を行いました。 

① 4 月 17 日：日本臨床検査振興協議会主催の大規模災害対策委員会（WEB 開催）に

出席（中村会長） 

② 4 月 23 日：日本臨床衛生検査技師会主催の災害協定のための説明会（WEB 開催）

に出席（中村会長） 



 

③ 4月 27日：日本臨床衛生検査技師会主催の宮島喜文氏旭日中綬章受賞祝賀会に出

席（中村会長） 

④ 5月 11日：第 73回日本医学検査学会開会式セレモニーに出席（中村会長） 

⑤ 5 月 21 日：日本臨床衛生検査技師会との災害協定打ち合わせ会議（WEB 開催）に

出席（中村会長） 

⑥ 5月 29日：日本衛生検査所協会定時総会に出席（菅谷理事） 

⑦ 6月 6日：(一社)日本臨床検査薬協会・流通運営委員会との定期的な情報交換（流

通運営委員） 

⑧ 9 月 18 日：日本臨床検査標準協議会倫理審査委員会（WEB 開催）に出席（増沢事

務局長） 

⑨ 9月 27日：医歯薬出版株式会社の月刊誌『Medical Technology』座談会打ち合わ

せ（WEB開催）に出席（中村会長） 

⑩ 9 月 29 日：日本臨床衛生検査技師会主催の大規模災害対応訓練（WEB 開催）に出

席（中村会長） 

⑪ 11月 28日：日本衛生検査所協会主催の臨床検査普及月間大会に出席（中村会長） 

⑫ 12月 4日：(一社)日本臨床検査薬協会・流通運営委員会との定期的な情報交換（流

通運営委員） 

⑬ 12 月 21 日：医歯薬出版株式会社の月刊誌『Medical Technology』座談会に出席

（中村会長） 

⑭ 1月 6日：日本衛生検査所協会主催の新年賀詞交歓会に出席（菅谷副会長） 

⑮ 1月 15日：日本臨床検査薬協会主催の新年賀詞交歓会に出席（中村会長及び臨薬

卸連会員） 

⑯ 1月 28日：日本臨床衛生検査技師会主催の新年賀詞交換会に出席（中村会長、増

沢事務局長） 

⑰ 3 月 12 日：日本臨床衛生検査技師会主催の災害協定のための説明会（WEB 開催）

に出席（中村会長、上田理事） 

⑱ 3 月 17 日：日本臨床検査振興協議会主催の大規模災害対策委員会（WEB 開催）に

出席（中村会長、上田理事、増沢事務局長） 

以上 

令和 6 年度 定例理事会報告 

（１）第 1回定例理事会：令和 6年 4月 16日(火) 臨薬卸連会議室 

（審議事項） 

１）令和 5年度定時会員総会議案書（案）について 

① 第 2号議案（R5決算報告書）（承認） 

② 第 4号議案（R6予算計画書）（承認） 

③ 第 5号議案（理事・監事選出）（承認） 

２）2024年問題に関連するアンケート調査を 5月に実施する。（承認） 



 

３）第 2 回定例理事会地方開催（福岡）について、正晃の担当者様より提案された理事

会、懇親会の見積書について。（承認） 

（２）臨時理事会：令和 6年 6月 6日(木) 明治記念館 かしわ・あやめの間 

（提案審議事項） 

１）会長及び副会長選定の件 

理事会は、別段の異議なく満場一致にて下記のとおり選定し、承認可決した。 

記 

会  長：中村 和彦 

副会長：堤 隆一郎 

副会長：竹内 和彦 

副会長：小関 恭秀 

副会長：菅谷 哲彦 

（３）第 2回定例理事会：令和 6年 7月 25日(木) ホテル日航福岡 会議室ラメール 

１）日臨技と臨薬卸連との災害時協定について 

前回の理事会より継続審議事項となっている日臨技との災害協定の内容を精査するた

め、今年１月の能登半島地震の経験をから、練り直した協定書について議論した。 

災害時協定の内容については、理事の意見を集約したものをメールにて配付し引き続

き検討を行う。（承認） 

２）令和 7年度定時会員総会について（中村会長） 

総会、講演会、懇親会の開催日及び会場を以下の通りとする。（承認） 

開催日：令和 7年 6月 5日（木） 

会 場：明治記念館 

３）令和 7年度総会記念講演会演者について（中村会長） 

日臨技の新会長、横地常広氏にテーマを決めて打診する。（承認） 

４）令和 6～7年度総務委員、流通委員について（中村会長） 

総務委員：7名（委員長：菅谷副会長） 

流通委員：14名（委員長：堤副会長）（承認） 

（４）第 3回定例理事会：令和 6年 10月 4日（金）臨薬卸連会議室 

（審議事項） 

１）令和 7年度理事会開催日について（中村会長） 

令和 7年度の理事会は下記の通りとする。（承認） 

第 1回：令和 7年 4月 17日（木）15：00 

第 2回：令和 7年 7月 24日（木）15：00 

第 3回：令和 7年 9月 25日（木）15：00 

第 4回：令和 7年 12月 3日（水）15：00 

第 5回：令和 8年 2月 19日（木）15：00 

２）令和７年度理事会地方開催について（中村会長） 



 

令和 7年 9月 25日（木）、神戸にて開催する。（承認） 

３）臨薬卸連合会としての事業活動（案）について（中村会長） 

（山田理事）「ドライアイスフリー保冷箱」の購入提案があった。 

継続審議とする。（承認） 

（５）第 4回定例理事会：令和 6年 12月 4日（金）明治記念館 ききょう・なでしこの間 

１）令和 7年度理事会開催日及び開催場所について（中村会長） 

令和 7年度の理事会は下記の通りとする。（承認） 

第 1回：令和 7年 4月 17日（木）15：00（神田事務所） 

第 2回：令和 7年 7月 24日（木）15：00（神田事務所） 

第 3回：令和 7年 9月 25日（木）15：00（地方開催：福島市） 

※神戸市より変更 

第 4回：令和 7年 12月 3日（水）15：00（明治記念館） 

第 5回：令和 8年 2月 19日（木）15：00（神田事務所） 

２）臨薬卸連合会としての事業活動案について 

ドライアイスフリー保冷箱を活用する（中村会長） 

前回の理事会にて提案があった「ドライアイスフリー保冷ボックス」について山田理

事よりパンフレットにて詳細に説明があり、メリットとしては、 

・二酸化炭素を使用しないため SDGsの環境保全に貢献する。 

・他社製品のドライアイスを使用しない保冷ボックスより安価である。 

・温度管理が信頼できる。継続して審議する。（承認） 

（６）第 5回定例理事会：令和 7年 2月 13日（木）臨薬卸連会議室 

（審議事項） 

１）令和７年定時総会議案書について（事務局） 

① 第 1号議案（R6事業報告書）（案） 

地方開催理事会の開催地の変更を明記し、第 5回理事会議事録を加筆したものを

事前配付し、令和 7年度第 1回理事会にて再度審議する。（承認） 

② 第 3号議案（R7事業計画書）（案）（承認） 

２）事業活動（ドライアイスフリー保冷ボックス）について（中村会長） 

保冷ボックスの価格は、内容の詳細を販売業者に確認し、支店会員を含めた比較検討

表を再作成する。次回理事会にて検討する。（承認） 

３）令和７年度地方理事会開催地変更について（菅谷副会長） 

令和７年度第 3 回理事会開催予定の福島市を、幹事理事の体調不良に伴い変更する。

多数の理事が令和 6年 1月の能登半島地震災害支援の話を伺いたく、金沢市での開催

を希望。（株）片岡の藤井寛之様にお願いする。（承認） 

令和７年度第 3回理事会： 

令和 7年 9月 24日（水）15：00（地方開催：金沢市）※福島市より変更 

 


